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危機管理環境部

令和６年能登半島地震を踏まえた緊急対策について

「能登半島地震の教訓」及び「通信途絶や断水などのワーキンググループ

での議論」を踏まえ、令和５年度予備費を活用し、でき得るものから緊急対

策として実施する。

１ 通信・電源の確保

○ 概要

通信途絶時の通信を確保するため、低軌道衛星を経由して高速・低遅

延の通信を可能とする可搬型の「スターリンク」と「バッテリー」等を

導入する。

・スターリンク可搬型通信設備（３台）

・可搬型バッテリー、ソーラーパネル等（３式）

・県内３圏域に配備

○ 予算

７，０００千円（予備費を活用）

２ 断水時の衛生対策

○ 概要

断水時の避難所等の等の衛生環境を改善するため、排水の98％以上を

再生して循環利用する「水循環型シャワーシステム」を導入する。

・水循環型シャワーシステム「ＷＯＴＡ ＢＯＸ」（２台）

・県内３圏域に配備（東部圏域には配備済み）

○ 予算

１５，０００千円（予備費を活用）

３ 合計額

２２，０００千円
















